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が国の高等教育の将来像（答申）」（2005 年 1 月）（以下、答申と略する）を取りまとめ
ている。ここでは、Ⅰ：高等教育の量的変化の動向、Ⅱ：高等教育の多様な機能と個性・








































　このことは表 2 に示した日本私立学校振興・共済事業団が、2007 年及び 2008 年に発
表した私立大学の入学志願動向と比較すると、大学の危機の実態が明らかになる。2006
年から 2007 年に 9 大学が増え、2008 年にはさらに 6 校増加している。また入学定員は
同じく前年比で 4,675 人と 3,535 人の増加となった。一方、大学受験者は 2,818,733 人
から 2,906,062 人さらに 2,941,337 人と増加している。
　そこで、2008 年度の 18 歳人口 1,232,000 人に、先の大学進学率 55.6％を掛け合わせ
ると、684,992 人となる。これに比して合格者数は 2006 年で 1,044,701 人、2007 年で
1,077,164 人、2008 年度 1,056,618 人を示しており、大学を選ばなければ受験者全員が
入学できることになる。
表２　大学の概況
区　分 2006年度 2007年度 2008年度
集計学校数 550校 559校 565校
入学定員 440,245人 445,045人 448,580人
志　願　者 2,936,460人 3,023,687人 3,062,825人
受　験　者 2,818,733人 2,908,089人 2,941,337人
合　格　者 1,044,701人 1,077,862人 1,056,618人
入　学　者 472,241人 484,915人 477,918人
出典：日本私立学校振興・共済事業団　月報私学　V o l .117　2007.9及び V O L129  2008.9より一部抜粋
　その結果、　表 3 に示すような事態が生じてきている。すなわち、1999 年には定員充
足率 100％以上の大学 361 校、定員充足 100％未満の大学は 89 校で、さらに 50％を下
回る大学は 3 校であった。それが 10 年後の 2008 年では、定員充足率 100％以上の大学
299 校、定員充足 100％未満の大学は 266 校で、さらに 50％を下回る大学は 29 校へと
増加している。
　大学全体に占める定員充足率 100％未満の大学の割合は、47.1％とほぼ半数に上って











年度 1999 2000 2001 2002 2003
100％以上の学校数 361 340 344 364 374
100％未満の学校数 89 131 149 144 147
（内50％未満の学校数） 3 17 22 13 17
100％未満の割合 19.8％ 27.8％ 30.2％ 28.3％ 28.2％
合計 439 450 471 493 521
年度 2004 2005 2006 2007 2008
100％以上の学校数 378 382 329 337 299
100％未満の学校数 155 160 221 222 266
（内50％未満の学校数） 15 17 20 17 29
100％未満の割合 29.1% 29.5% 40.2％ 39.7％ 47.1％
合計 533 542 550 559 565

























































　 　Harry Specht と Mark E、Courtney（1996 160-161pp）は、アメリカにおけるソー
シャルワーカーについて、次のように告発する。






が、最上級資格の Licensed Clinical Social Worker を取得し、ソーシャルワーカーの
中では最も高所得な個人開業に向かうと報告する。
























　 　2008 年 8 月 11 日付けの福祉新聞には、「私大の福祉学部定員割れ加速」の見出し
の記事が掲載された。記事では、全国 93 の福祉関連学部（社会福祉学部、健康科学部、
健康福祉学部、医療福祉学部など）の定員 20,229 人に対する入学者が 18,623 人とさ
れていた。定員充足率は前年度比約 8 ポイント減の 92.06％であった。定員に対する
志願倍率は 3.30 倍（前年度 3.83 倍）で、他の学部も含めた全体での志願倍率 6.83 倍
と比べて著しく低いと記している。
　 　また福祉関連学部は、2004 年に 71 校で定員充足率が 114.76％、志願倍率は 4.93
倍であったのが、学部数増加に伴い低下し、07 年度以降は定員充足率 100％を割り、
2008 年はさらに加速したとある。（表 4 参照）
　 　こうした定員割れの状況について、他の学部を含めて見たものが表 5 の大学学部系
統別の動向である。各学部系別に分類した上で、各学部系の中で最も入学定員充足率
の低い学部に色付して抜き出してみた。医療系では薬学部の定員充足率が 2007 年度
103.99% であったのに対して、2008 年度は 97.48％とマイナス 6.51％の減少に転じ
ている。他の学部系では文学系の文化部、経済系では国際学部、理系では理工学部が
前年度比で減少している。














年度 2004 2005 2006 2007 2008
学部数 71 78 84 87 93
志願倍率 4,93 5,22 4,49 3,83 3,30

















医学 29 29 0 21,99 22,65 0,66 101.17 101.19 0.02
歯学 17 17 0 4,84 4,02 △0,82 87.43 84.28 △3.15
薬学 55 57 2 7,15 7,07 △0,08 103.99 97.48 △6.51





福祉 87 93 6 3,83 3,30 △0,53 99.98 92.06 △7.92
人間 112 119 7 4,50 4,37 △0,13 102.79 98.84 △3.95
家政 21 21 0 4,95 4,83 △0,12 118.81 106.35 △5.46





文学 136 132 △4 7,30 7,48 0,18 112.01 110.42 △1.59
外国語 32 32 0 5,86 5,85 △0,01 113.36 110 △3.36
文化 55 64 9 7,21 6,75 △0,46 110.64 103.70 △6.94




国際 62 66 4 5,23 5,30 0,07 108.70 104.95 △3.75
法学 82 82 0 8,25 8,10 △0,15 114.04 111.23 △2.81
経済 96 97 1 7,95 8,34 0,39 115.12 113.46 △1.66
経営 127 132 5 7,29 7,52 0,23 110.30 109.41 △0.89
理
系
情報 86 85 △1 4,15 4,30 0,15 99.13 100.51 1.38
農学 17 17 0 9,07 9,07 0,00 110.77 110.99 0.22
理工 136 132 △4 7,30 7,48 0,18 112.01 110.42 △1.59















































高等教育制度の段階 エリート型　　→ マス型　　→ ユニバーサル型
全体規模 ( 該当年齢人口に
占める大学在学率 )
15% まで 15% 以上～50% まで 50% 以上
該当する社会　( 例 ) イギリス・多くの西欧諸国 日本・カナダ・スウェー
デン等
アメリカ合衆国
高等教育の機会 少数者の特権 相対的多数者の権利 万人の義務
大学進学の要件 制約的　( 家柄や才能 ) 準制約的 ( 一定の制度化さ
れた資格 )
開放的 ( 個人の選択意思 )
























中 等 教 育 後 の ノ ン ス ト
レート進学や一時的就学
停止 ( ストップアウト ) ,
ドロップアウトの増加




























































53.0％（同 4.3 ポイント増）、第４位は「主体性」49.6％（同 2.9 ポイント減）、第５位は
「誠実性」36.1％（同 3.0 ポイント減）と続いている。
　また東京商工会議所が 2008 年 1 月に会員企業 5.000 社（回答社数 671 社、回答率
13.4％）を対象に行った「新卒者等採用動向調査」では、新卒者採用で最も重視するポ
イントの上位 5 点が次のとおりである。新卒採用の重視するポイントとして、第 1 位が
「協調性（コミュニケーション能力）」で 58.1％であった。以下第 2 位が「人間性」で























































　 　教育方法の改革には今や大きな一つの潮流がある。それは、「初年次教育 First Year 
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